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研究主題 r課 題研究における個に応 じた指導の充実 と指導改善の工夫」

1研 究 の 目 的

平 成8年7月 の 中央教 育審議 会 第一次答 申にお いて 、 自 ら学び 自ら考 え る力 で あ る 「生 き

る力 」 の 育成 を 目的 に、教 育 内容 の厳 選 と基礎 ・基 本 の 充実 を図 り、児 童 ・生 徒一 人 一 人 の

個性 を 生 かす た めの教 育 を推進 す る こ とな どが提 言 され た。 産業 教 育 におい て は 、平 成10

年7月 の 理科 教 育及 び 産業教 育 審議 会の 中で、生徒 の多様 化 に対 応 し、学習 の選択 幅 をで き

る 限 り拡 大 し、生徒 一人 一 人の僧性 を育て伸 ば して い く教 育 の展開 な どが答 申され た。

そ の た め、 今 回の学 習指 導要領 の改訂 で は、 自ら学び 、 自 ら考 え る力 な どの 「生 き る力 」

の育 成 が 重視 され て いる.商 暴 教 育にお い て も、問題 解 決能 力や 自発的 、創造 的な 学習 態 度

を 育 て るた めの科 目 と して 平成 元年 の高 等学校 学 習指 導 要領 の改訂 か ら新設 された 「課 題 研

究 」 が 、今 回の 改訂 で原 則 履修 科 目に位 置 付 け られ た。 しか し、 「課題研 究」 は、 生徒 の 興

味 ・関心 、進 路希 望等 に応 じて取 り組む 科 目であ るた め、 これ まで評価 規 準や 指 導法 にっ い

て の研 究 が必 ず しも十分 に進 め られ てい なか った。

そ こで 、本研 究 で は 、 「課題 研 究 にお け る個 に応 じた 指 導 の 充実 と指 導 改善 の 工夫sを 研

究 主題 に設 定 し、評価 規 準、 各授 業の展 開 例や 各評価 観 点 ご との評価 規準 を明確 に提 示 し、

それ を活 用 した授 業 実践 を通 して 、個 に応 じた指 導 の更 な る充実 を図 る とともに、授 業 改 善

と評 価 方 法の 工 夫 に取 り組 ん だ。

皿 研 究 の 方 法

「課題 研 究 」 の扱 う内容 と して は、 「調査 ・研 究 ・実 験 」、 「作品制 作」、「産 業 現場 等 に お

け る実習 」、 「資 格取得 」 とい う多 岐 に渡 る4つ の 内容 が 学 習指 導要領 で は示 され て い る。

生 徒 は 、興 味 ・関心 、進 路希 望等 に応 じて 、これ ら4つ の 内容 の 中か ら 自ら課題 を設 定 し、

自 ら学 び 、 自ら考 え、主 体 的 に判 断す るな どの活 用 を通 して商 業 の専 門的 な知識 と技術 を深

化 させ る と ともに、問題 解決 の能 力や 自発 的 、創 造的 な学 習態 度 を身 に付 ける こ とにな る。

そ こで 、本研 究 では 、 まず 「課題研 究 」 と して の評 価 規 準 を作 成 し、次 に これ ら4つ の 内

容 の授 業 展 開 に応 じた 内容 ご との 評価 規準 につ いて研 究 を進 めた。 さ らに、 〔産 業現 場 にお

け る実 習 」 にっ いて は、 これ まで 十分 な授 業実践 の例 示 が され てい ない 現状が あ るの で 、本

研 究で はそ の提 言 を行 うこ とに した。

皿 研 究 の 内 容

1「 課 題研究 」の 評価規 準 につ い て

「課 題研 究」 は、 「調 査 ・研 究 ・実験 」、 「作品 制作 」、 「産 業現 場等 にお け る実 習」、 「資

格 取 得 」 とい う多岐 にわ た る内容 か ら構 成 され て い るた め 、 各内容 共通 の評価規 準 を作成
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す る こ とは難 しいeそ こで 、 「課 題 研 究jの 目標 か ら4観 点に基 づ く評価 規準 を研 究 し、 こ

の評 価 規 準 を基 に4つ の 内容 ご との評価 規準 につ いて検 討 し、指 導 法及び 評価 方 法 の工夫 に

取 り組 ん だ。

評価の観点の趣旨(共 通)

関 心 ・意欲 ・態度 思考 ・判 断 技能 ・表現 知識 ・理解

・自ら設定 した課題に対 ・自ら設定 した課題の解決 ・自ら設定 した課題に対 ・自ら設定 した課題に関す

して 自ら進んで取 り組 に向けて年間の計画や見 して、 これ まで身に付 る基礎的 ・基本的な知織

もうと してい る。 通しにっいて思考 し、基 けた基礎的 ・基本的な が身に付いている。

礎的 ・基本的な知職と技 技能 を活用 し、処理す ・問題解決の過程で得た知

術を活用 し、適切に課題 るとともに、その成果 識を自分の知識として活

解決を図る能力を身に付 を的確に表現する. 用 してい る。

けてい る。

2各 内容 の評 価規 準

「課題 研 究 」では、生 徒が 設 定す る課 題 ごとに授 業 の展 開や 指導方 法 か大 き く異 な るた め 、

こ こでは 、 内容 に応 じた学 校 の事 例 を紹介す る形 で研 究成 果 をま とめ た。

(1)「 調査 ・研 究 ・実 験」 にお け る授 業 事例 と評価 規準

都立A高 等学校 では、「課題 研究Jを3単 位 で実施 してい る。 「調査 ・研究 ・実験」 の授 業事

例 として、フィール ドワー クに よる市場調査な どマーケティング活動の意義 を学ぶ 内容を紹介す

る。 なお、この授業 は体験的 な内容 を多 く実施 し、社会性 を身に付 けさせ ることで、将来の社会

人 としてのマナー教育も実践 している。

年間指導計画

1学 期 で は 、 まず 生 徒 に年間指導計画を理解 させた上 で、校外研修 の趣 旨や研修 目的を理解

させ、綿密 な準備 計画、事前指導 を行 う。

また、修学旅行では訪問す る地方企業の調査 をさせた り、旅行中に解 決すべ き課題 を事前 に説

明 した りす る。外部講師 による接客実習につ いては、就職指導をす る上でのよい動機付 け とす る。

2学 期 で は、文化祭 を利 用 して、主体的に判断 し課題解決を図った学習 を通 して得た成果を、

中間発表す る機会 を設けるよ うにす る。 フィール ドワー クとしては、地元の商店街研 究を実施す

る。 さらに 「マーケティング」のプ ロモ ーションに関 して指導 した上 で、広告論文制 作に取 り組

ませ る。3学 期 で は、流通 している食品のパ ッケー ジについて研究 させ る とともに、成分表示 を

学習 させ、実際 に糖度 計や塩 分計を使 った商品実験 を試みるb年 度末 には、1年 間の課題研究の

成果 を報告書にま とめさせ発表す ることでプレゼ ンテーシ ョン能力を養 う。

r課題研究」の騨価の観点の趣旨 〔鋼査 ・研究 ・実験)

関心 ・意欲 ・態 度 思考 ・判断 技能 ・表現 知臨 ・理解

・設 定 した テー マについ て
、
・自ら設定 したテーマに対 ・自ら設定 したテーマに対 ・様々な研究過程を通 じて

自ら進んで取 り組 もうと して研究 日誌等により、 して、 これ まで身に付け 調査研究員的に関しては
して いる。 計画性を持った学習を進 た技能を活用 し、データ 知識が身に付き理解する
・校外研修協力機関への報 めてい る。 処理 ・分析す る とともに、 ことがで きている。

告や礼状の作成に自ら進 ・基礎的 ・基本 的な知識 その成果を適切に表現で ・様 々 な 商品実 験 等 か ら

んで取 り組んでいる。 や技術 を活用 し、適切 き る。 基礎 的 ・基本 的 な技術

に資料収集等ができる。 が身に付 いてい る。
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評価方 法 として は、 自己評価 、相対評価、教師評価、成果物な どを観点別に評価する。

ま た、校 外学習等に よる体験 的授業が多い ことか ら体験的授業時の行動や態度、体験的授業

の学習過程を、重視 した評価方法 を取 り入れる。

(2)「 作品制作」にお ける授業事例 と評価規準

都 立B高 等学校 では、r課 題研 究」 を2単 位で行 ってい る。 「作品制作」の授業事例 として、ラ

ッピング制作の内容 を紹介す る。

訣、 灘 懸 ・ 麟 ラ ッピング とは渦 物 を包む ことであ るが、品物や 目的、

瀞 、鰯 鯉嚢騰5麟 卵;;二潔轍 二』
i…at'.Lri嚢っ て もラ ッ ピン グ方 法 は 様 々 で ある

。 ラ ッ ピン グの意 義 や 意

葦塁 難 鑑 味 を十分 理 解 し
、 ラ ッ ピン グの 基本 で あ る 「品物 を 大切 にす

1嚢 欝 鎌 鵬 霧 淫欝勲 　 　
se習 万法 と しては、1学 期に ラッピングの意義や意味 を十分理解 させ 、ラッピングには様 々な

方法 があ ることを学び、基本的な ラッピング方法について実習す る。2学 期には、様 々な形状 の

品物 をラ ッピングす るための技術 を習得 させ、TPO

にあわせた ラッピングを行 う。

また、 自らが習得 した ラッピング方法を応用 し、独

創 的な ラッピングの開発 を行 う.そ して、文化祭 でそ

れ らの研究発表 を行 う。3学 期には商業用 ラッピング 蕊'

において、一つの形状 の品物 を一定時問 に どれだけ多

く、 きれい にラッピングできるか、 「オ リンピング」 と

題 して実施 している。

年間指導計画

1学 期 ラッピングの意味や意義 基本的 なラシピング方法

2学 期 応用的なラッピング技術 文化祭発表

3学 期 ラッピングテ ス ト 現場見学 ・実習

また、実際 の現場で、商品が どのよ うに して ラッピング されているのか、デパー トや、小売店

で見学をする。 また 、お店で ラッピング実習を行 い、お店の方やお客様か ら指導や評価 をい ただ

「課題研究」の評価の観点の趣 旨(作 品制作)

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解
・ラ シ ピン グにっ いて関心 ・様々な形状のものをどの ・早 く

、 正確 にラ ッピング を ・ラ ッピングに関する基礎

があり、教員の指導を常 ような方法でラッピング 行い基礎 ・基本 をもとにし 的な知識 ・技術が身に付

に真摯に受け止め、自ら するか自ら判断 し、状況 て、独創的なラ ッピングに い てい る。

成長 していくとい う態度 に応 じたラッピングを行 挑戦し、受け手が感動でき

で自ら進んで取 り組んで うための能力が身に付い るラッピングを行 うととも

い る 。 てい る。 に、成果を的確 に発表 ・表

現する.
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いてい る.

評価 方 法 と して は、 自己評価 、 相対 評価 、教師 評価 の他 、 ラ ッ ピングテ ス トや 「オ リン

ピン グ」の成 績 、究 表 の準 備 ・内容 につ いて も評 価 に加 え る。 また 、校 外 学習 等 につい て

は 、現場 見学 ・実習 や学 習過 程 に つい て も重 点 を置 いて 評価 を行 ってい る。

(3)「 職業 資格 の取得 」 にお ける授 業事 例 と評 価規 準

都 立C高 等 学校 で は 、r課 題 研 究 」 を2単 位 で行 っ て い る。 「職 業 資 格 の 取得 」 の授 業

事 例 と して、 日本 商工会 議 所 主催販 売 士検 定の 資格 取得 を 目指す 講座 の 内容 を紹介 す る。

近年 の小 売 業 を巡 る動 きは 目覚 ま しく、 企業 に とって は流通 環境 の変 化 及び 消 費者 の ニ

ー ズ に的確 か っ迅 速 に対応 す るこ とが必要 とな ってい る。 この こ とは、 私 た ちの 身 の周 り

に品ぞ ろえ ・陳列 方法 ・接 客 方法 な ど明確 な コンセ プ トを もった店 舗等 が 登場 して い る こ

とか らもわか る。 販売 士 と して の知識 と技 術 、 さ らには販 売 に関す る専 門 的 な知 識 を身 に

付 け る こ とは、将 来、販 売職 を 目指す 生徒 の進路 に役 立っ もので あ る。

C校 で は 下表 か ら生 徒 自 らが=!v-+ス を選 び 、資格 取得 を 目指 して それ ぞ れ の 目標 に そ っ

た 学習 計 画 を立 てい る。

1級 の 目標 と して は、小 売 業経 営 に関す る高度 の 専門 的な知 識 を身 に付 け 、経 営計画 を

立 案 し 、総 合 的 な7月3tatUttIO月2級M験2月t.3tats験

管 理 業 務 を遂 行 で

き る よ うにす る こ

とが あげ られ る。

2級 の 目標 と し

て は 、 小 売 業 にっ

い て 、 主 と して 販

売 に関 す る専 門 的

知識 を身 に付 け、 あ る程 度 の管 理業 務 を遂行 す る と と もに、部 下 を指 導す る こ とが で きる

よ うにす る こ とが あげ られ る。

3級 の 臼標 と して は、販売 員 と して基 礎的 な知識 と技 術 を身 に付 け、販 売 業 務 を遂 行 で

き る よ うにす る こ とで が あげ られ る。 そ して、 これ らの 目標 ・学 習 内容 に対 応 した評 価 規

準 は次ペ ー ジの とお りで ある。

なお 、評 価 につ いて は、各級 に応 じた 学習 内容 の知識 ・理 解 な ど客観 的 な もの とす るが 、

日誌 ・作文 ・レポー ト ・感 想 文 ・出席状 況 な どを総 合的 に評 価 し、 さ らに 、販 売 職 を 目指

す者 の心掛 け と して 、身 だ しなみ ・言葉遣 い ・態度 な ども評価 の対 象 とす る。

講座 の課題 と して は、 販売 士 検 定 が平成18年 度 か ら試験 科 目体 系が変 わ る ので 、そ れ

に対応 してい くこ とが必 要 で あ る。 また 、全 国商業 高等 学校 協会 主催 の 商業 経 済 検 定試 験

との リンケー ジ も視 野 に入れ なが ら、生徒 が 自ら課 題 を設 定 し、 目標 を達成 す る こ とが望

まれ る。 さ らに 、販売 士 の知 識 を体 験的 に学 ぶ た め 、販 売 実習や 職 場見 学等 の実 施 が求 め

られ て い る。
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「課題研究」の評価の観点の趣旨(職 業 資格の取得)

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解
・販 売士 の諸 活動 につい ・販 売士 の諸 活 動 に関す ・販売 士 の 諸活 動 に 関す ・販売± に関す る基礎的

て広 く 関心 をも ち、そ る諸課 題 を把握 し、基 る諸 課 題 に対 して 、 こ ・基本 的な知識 が身 に

の意義や役 割に関心を 礎 的 ・基本 的 な知 識 と れ まで 学 ん だ基 礎 的 ・ 付 い て い る、

持 ち 、職 業 資格 の習得 技 術 を活 用 し、適 切 に 基本的な技術 を活 用 し、 ・課題解 決の過程 で得 た

に意 欲 的 に取 り組 も う 課題解決を図る能力が 販 売士 と して 、求 め ら 販売 士 と して の知識 を

と し てい る。 身 に付 けてい る。 れる成果 を的確に表現 新たな課題解決で活用
す る。 してい る。

3課 題研究 におけるオ リエンテー シ ョン

多 くの学 校 では 、 「課題研 究」 を履 修 させ る際 に オ リエ ンテ ー シ ョンを行 っ て い る。 オ リ

エ ンテ ー シ ョンで説 明す べ き内容 の 例 と して 「都 立D高 等学 校 にお け る課 題研 究 の オ リエ ン

テ ー シ ョン資料 」 を例 示す る。 オ リエ ンテ ー シ ョンで は 、 「課 題研 究 」の ね らい を示 す とと

もに 、 どの よ うに課題 を設 定 し、 どの よ うに課題 解 決 を図 る のかに つい て具体 的 に説 明 す る

必 要 が あ る。 ま た、 評価 方 法に つい て も十分 に周 知す る こ とが重要 であ る。 その際 、評 価 規

準 等 にっ い て も明確 にす る こ とが 望 ま しい。

都立D高 等学校における課題研究の才リエンテーション資料

(1)「 課 題研 究 」 とは …

君達3年 生は 、 これ か ら週2時 間 「課題研 究Jと い う科 目に取 り組 む ことにな ります。

この科 目は 、 キ ャ リア ・プ ラ ンの考 え方 に基 づ い て 、君 達 一 人 一人が

① 各 自で課 題(テ ー マ ・目標)を 見 つ け、自分で解 決 す る ため の計画 を立 て 【Plan】

② 課題 の解 決(目 標 の達成)に 向 けて 学習(研 究〉 しlDo】

③ そ の学 習(研 究)の 結果 を評 価 ・反省 を して 、新 しい課題(テ ー マ ・目標)を 定 め る

【See】

を行 う科 目です。 この科 目では 、学習 の結 果(各 自が 目標 を どの程 度 達成 で きた か)と と

もに 、学 習 の過 程(主 体 的 ・計 画的 に取 り組 む こ とがで きたか)が 重視 され ます 。

ま た 、 「課 題研 究 」は 、 これ まで の よ うな 『先生 が 説 明 した こ とを覚 える』 をい っ た授

業 で は あ りませ ん。 先 生た ちの指 導 ・助言 を受 けな が ら 『自分 で調 べる ・自分 で 考 え る』

とい う授 業 です 。

(2)こ の授 業 の 中で身 に付 けて ほ しい こ と

「課題 研 究 」 の授 業 を通 じて 、君 達 に身 に付 けて も らいた い こ とが2っ あ ります 。

第1は 、 自分 で設 定 したテー マ ・目標 を達 成す るた め の 『知識 ・技能』 を身に 付 け て も

らい たい とい うこ とです。 例 えば 、テ ーマ 「漢 字検 定 」 の生 徒 には 、漢 字検 定 に合 格 す る

た め 、漢字 に関す る知 識 を深 めて も らいた い と思 い ます 。 あ るいは 、 「ラ ッピン グ」 の生

徒 に は、包 装 に関す る知識 を深 め、実 際 に様 々な包 装 が行 え る よ う、そ の技術 を身 に 付 け

て も らいた い と思 い ます。

第2は 、 自分 で学習 す る態度 や能 力な ど 『自己教育 力 』 を身 に付 けて も らいた い とい う
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こ とです 。『自己教育力 』 とは 、 自分 で課題 を 見つ け、 自分 で解決 す るた め の計画 を立 て

そ の 計画 を実行 し、課題 を解 決 す る ことがで きたか 自分 で結 果 を評価 ・反 省 で き る態 度 や

能 力 の こ とです。 これ は 、君達 が長 い人生 を送 って い くにあ た り、仕 事 面 で も、家 庭 生活

の面 で も とて も大切な こ ととな ります 。

(3)学 習 日誌 ・学習報 告書 の作 成 と提 出

f計 画→ 実行 →反省 」 とい う学習(研 究)の 流れ 全 体 を評価 す るた め 、『学 習 日誌 』 ま

た は 『学 習報告 書』 を提 出 して もらい ます 。学 習(研 究)を 計画 的 に進 めてい るか、 態度

や 成 果 を 自分 で評価 ・反省 で きてい るか、失敗 な どの原 因 を究明 し改 善 してい るか を、 こ

の 日誌 や報 告 書 を通 じて 判 断 します。 したが っ て、 日誌や 報告 書 を提 出 しない 場合 は 、せ

っ か く検 定 試験 に合格 した り素 晴 ら しい作品(成 果)を 制 作(発 表)し た りして も、 評

価 は低 くな って しま います 。 しか し、 逆に 目標 やテ ー マ が達成 で きな か った として も、

そ れ を きちん と反省 し、 失敗 な どの原 因を究明 し改 善 しよ うと してい る こ とが 日誌や 報

告 書 に表 され ていれ ば、 高 い評 価 を受 け るこ とにな ります 。

(4)修 了作文 の作成

3学 期 の終 わ りには、 学 習 日誌 や 学 習報 告書 のほ かに 『修 了作文』 を提 出 して も らい ま

すeこ の 『修 了作文』 とは 、1年 間の課題 研究 を振 り返 って 、1年 間全 体 を 自分 自身 で評

価 ・反省 し、将 来の生 活 の 目標 ・課題 ・計画 を報告 して も ら うた めの もの です 。

評 価や 取 り扱 いは(3)で 示 され た 学習 日誌 ・学 習 報告 書 とまった く同 じです 。 判 断 の

1っ にな るので 、 しっか り取 り組 ん で くだ さい。

(5)文 化 祭や 学習成 果発 表会 での研 究発 表

各 分 野 とも、2学 期 に 『文化 祭』 で の研 究発 表 、3学 期 に 『学習成 果発 表会 』 で の研 究

発 表 を行い ます 。担 当の 先 生の ア ドバ イ ス を受 けなが ら、年 間学 習 計 画 に沿っ て、研 究発

表 のテ ーマ を考 えま しょ う。 ま た、 同 じテ ーマ で学 習(研 究)し て い る人 達 と相 談 して 、

共 同研 究 を してい くの も よいで しょ う。素 晴 らしい研 究発 表 を期 待 してい ます.

(6)「 課 題研 究」 の評価

0学 習(研 究)の 過程 に対 す る評価 につ いて

学 習(研 究)の 過程 に対す る評 価 は 、学習態 度 の評価 と出席 状況 との評価 が あ ります 。

学 習態 度 とは単純 な授 業態 度 とい うこ とで は な く、 「計 画→ 実行 → 反省 」 とい う学 習(

研 究)の 流れ全 体を指 す ものです。 これは 、単 に静か に先 生の説 明 を聴 い ていれ ば よい と

い うもの では あ りませ ん。 「課題 研 究 」で は、 ただ先 生 の説 明 を聴 い て い るだ け で は、 評

価 され ませ ん。 学習態 度 は 、次 の よ うな6っ の 観点 で 評価 します 。

① 学 習(研 究)に 対 して意欲 ・関 心 を もって い るか、 自分 か ら積 極的 に学 習(研 究)

に取 り組 ん でい るか。

② 学 習(研 究)を 計画 的 に進 めて い るか 、物事 を順序 だてて 考 え る姿 勢が ある か。
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③ 問題 を合 理的 に解決 す る力 が あ るか、柔軟 な発 想や 創 意 ・工夫が あ るか。

④ 学 習(研 究)に 粘 り強 く取 り組 ん でい るか 、ム ラが な いか 、計 画を 達成 しよ う とす

る姿勢 があ るか。

⑤ 自分 の 学習(研 究)態 度や 成果 を 自分 で評価 ・反 省 で きて い るか、失敗 な どの原 因

を究 明 し改 善 しよ うとす る姿勢 が あるか、

⑥ 他 の生 徒 と協力 して学習(研 究)を 進 めて い るか 、他 の生 徒 に迷惑 をか けて い ない

か。 もち ろん授 業 で の遅刻 が多 い 、教材 な どの忘れ 物 が 多 い、授 業 中の態度 や マナ ー

が 悪 い 、授 業に積 極的 に参加 しな い といった場 合 は評 価 が 下が ります.

出席 状況 につ いて は、授 業へ の取 組 の姿勢 と して評価 され 、 具体的 に は遅刻 ・早退 ・欠

席 の状 況 を評 価 に加 えます 。

O学 習(研 究)の 成果 に対 す る評価 につ いて

学 習(研 究)の 結果 に対 す る評価 方 法は 、分野や テ ーマ に よって異 な ります

例)研 究発 表 、作 品や レポー ト、ペー パー テ ス ト ・実技 テ ス トや検 定試験

なお 、 学習(研 究)結 果 に対 す る評価 は 、各 自の 目標 や テ ー マに対 す る達成 度 に よって

評 価 を行 い ます、 例 えば 、資格 取得 を 目指 して い る人 達 の場 合 、3級 合格 が 目標 の 人 は3

級 の範 囲 を どれ だけ理 解 で きた か 、1級 合格 が 目標 の人 は1級 の範 囲 を どれだ け理解 で き

た か が評価 の基 準に な ります。

「課■研究」の評価

学 習(研 究)の 過 程 に 対 す る 評 価 学 習 態 度 〔学 習 日 誌 等) 30点

出 席 状 況 20点

学 習(研 究)の 結 果 に 対 す る 評 価 知 識 ・ 技 能 ・ 研 究 成 果 50点

合 計 100点

4新 た な課 題研 究の 提案(産 業現 場等 に お ける評価規 準)

「課 題研 究」 で 扱 う内容 の うち、 「産 業 現場 等 にお け る実 習」 に っ いて は、地 域や 産 業 界

等 との連 携 等 の難 しさか ら、 これ まで学 校 にお け る実践 が必 ず しも十分 に進 め られ て こな か

っ た。 そ こで 、本 研 究 では 、 「産業 現場 等 にお け る実 習Jの 授 業展 開や 評価 規 準 につ い て 提

言 す る こ とに した。

(1)「 課 題研 究 」(産 業現 場等 にお け る実 習)の 目的

産 業構 造 の変化 、国 際化 ・情 報化 の進 展等 に よ り社 会 が大 き く変化 を して い る今 日、 高

等 学 校 もあ らた めてそ の存在 意 義が 問わ れ てい る。 商業 教 育 に対す る社会 の期 待や 様 々な

教育 ニーズ の 多様化 に対応 す るた めに は、学校 、地域 社 会 及 び産業 界 との連携や 中 学校 等

との結 びつ きを よ り一層深 め てい くこ とが 必要 で あ る.そ の 連携 か ら商業 高等 学校 にお け

る知 的 資源や 商業 に関す る知識 、能 力 を地城 社会 に生 かす プ ログ ラムを 「課題 研 究 」で 実

施 す る こ とを提 案 す る。商 業教 育 が これ ま で出 前授 業や 地城 行事 へ の参加 か ら中学 校 との

連 携 や 地域 社会 へ の協 働 を進 めて きた実績 を活 用す る こ とに よ り、新た なネ ッ トワー クや
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様 々な 問題発 見 ・解決 を学び 、 将来 のた めの起 業家 精神 や経 営 に 関す る知識 を養 うこ とを

目的 と してい る。 そ して 、 これ らの活動 の 中か ら社会 活動 や ビジネ ス活 動 にお い て最 も大

切 に しな けれ ば い けない 事柄 を生徒 自身 が発 見 し、 その た めに どの よ うにすれ ば よいか を

導 き 出す 力 を 「産 業現 場 等」 にお け る実習 の 中で 育成 させ る指導 を行 う。

(2)課 題研 究f産 業 現場 等 との コラ ボ レー シ ョン」

一大 学等 の学 生食 堂 に お ける ラ ンチ メニ ューの プ ロデ ュー スー

産 業現 場等 にお け る実習 の 例 と して 、大 学等 の学 生食 堂 にお ける経 営 に関す る企画 につ

い て提 案す る。 この課 題研 究 の メ リッ トと して、生 徒 の進 路 実現 に もっ なが る こ とが あげ

られ る。 大学 へ の進学 を 目指 す生 徒 に とって は 、大 学 の キ ャンパ スで の活 動 を通 して大 学

撒 の環境や大学生との交流を身近に体験することができ、進路

の判 断材料 に な る。

また 、食 堂 とい う比 較 的イ メー ジ しや す い調査 内容 を通 し

て経 営活 動 を学ぶ こ とで,企 業 の在 り方や 仕 事 の実情 な どを

身 近 に捉 える こ とが で きる。 さ らに、企 業 に対 して 自 らの考

えた 企 画 を提 案す る こ とが できれ ば 、起 業家 精神(ア ン トレ

プ レナー シ ップ)教 育 の原 点 で あ る精神 的 に も経 済 的 に も 自

立 した個人 と して 、問題 意識 を もち 、商業 高校 で学 んだ こ とを生 か した体 験 学習 が で き、

既存 の社会 の仕組 み をよ りよ く変 革 してい ける人材 の育 成 を 目指 す こ とがで き る。

大学 等 の学生 食 堂 にお け る ランチ メニ ューの プ ロデ ュース の 具体的 な 学習 内容 は、 大学

等 にお け る学生 食 堂 の利 用 状祝 の市 場調査 を行 い 、利 用者 の利 用 状 況や ニー ズ等 を探 る と

ともに 、新 た な商 品 と しての ランチ メニ ュー の企画 ・提 案 を行 う。 高校 生 ら しい発 想 力 豊

か で若 々 しい創 造力 に よる大胆 な 提案 が期待 で き る。

(3)実 際 の産 業 現場 との連 携 の事 前 準備

産 業 現場 との連携 をす る に 当た り、大 学等 の事務 局 と食堂 経 営業 者 に対 して商 業教 育 に

お け る 「課題研 究」の意 義 を十 分 に説 明 し、理解 を得 るこ とが重 要 で ある.そ のた めに は 、

日ご ろか ら出前授 業や キ ャンパ ス訪 問 な ど高 大連携 事 業 を進 め、学 校間 の 円 滑な 協力 体制

を整 え る必 要が あ る。

また 、 生徒 に対す る事 前学 習 ・事 前指 導 は欠 かせ な い。 キャンパ ス訪 問の 際な どに学 生

食 堂 が どの よ うに利用 され てい る のか を調査 した り、大学 生等 に対 して ラン チ メニ ュー に

対 す る希望 調査等 を行 う必要 が あ るた め、大学 生や 社 会人 と接 す る際 のマナ ー 等 に っい て

指 導す る必 要が あ る。 さらに、 日ごろの授業 で の発 表や 調 べ学 習 を通 して 、 自 らの考 えを

どの よ うに伝 える か な どコ ミュニ ケー シ ョン能 力 を育成 す る学習 を充 実 させ る必 要 が あ

る。
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(4)年 間指 導 計画 の例

教科 ・科目 課 題 研 究3単 位 対象学年 ・組o年 〔⊃紐 畷⊃組

(産業現場等における実習)名)

教 科 教科担任

副 教

学 習 目標 ・外部の企業と協働し、高校生が企画するランチメニューを扱 うことにより,ビ ジネスプラン策定→ 「仕入 ・販

売活動」→ 「決算」という、ビジネスプランを体験する。

・学食閥係企業の運営活動の理解や、学んできたビジネス能由等を活用した他校 ・地城との、更なる連携の深化を

目指す』

・この学習から精醐 こも経済的にも自立した個入として問題意識を持ち、今後の社会で活躍できるよう目指す』

鯛
1

学

期

2

学

期

3

学

期

月

前

半

後

半

前

半

後

半

単 元

・ビジネスプランの

縦

・産業現場との連携

活蝋の実施 〔1)

・産業現場との連携

活動の実施(2}
・講演会

・ビジネス活動の反

省 ・集計 ・データ

纏

・営業報告書、決算

鰍
・発表報告会

繭

12

24

30

12

27

学 習 内 容

・大学等における学生食堂の実態や関係企業

の調査・発表

・企業経営の視点からランチメニューの規格

を題材としたビジネスプランを作成

・ランチメニューのプロデュース

(ランチテーマを考える)

束チ ーム制で競 う形式をとる

・.様身な販売促進活動(広 告 ・宣伝活動)

・メニューの実態調査

・アンケー ト等の作成

・学生食堂でランチメニュー一の販売実習

・アンケー ト調査の実施

・講演会を実施(企 業 ・大学関係者)

・必要なデータ 幌 上データ ・フー ド原価 ・

食材 ・諸経費など)の整理
・損益計算書作成

・売り上げ比較

・ランチメニュー企画の反省

・決算書の1乍成

・発表報告会の実施

学習上の留意点

・単なるランチメニュー作りに終わるこ

となく、「いかにメニューに付加価値

を付けるのか」ということに留意する.

・生徒個々の館1扮 担を徹底させ、協働

におけるコミュニケーションの大切さ

を意識させる.

・企業との交渉力 ・説明力を重要規す

る。

・夏季休業中の大学 ・企業間との交流を

生かした、販売実習とする。

・3年 間学んできた 「簿記1、 「会計」の

知職を生かせるよう留意する。

・コミュンケーション能力の向上を図

る。

・3年問学んできた 「簿記1、「会計」の

知識を生かせるよう留意する。
・プレゼンテーション能力の育成を図

る。

(5)評 価 の観 点

「課題研 究」 の評価の観点の趣 旨(産 業現場等にお ける実 習)

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知職・理解
・産業現場等での経営に対す ・産業現場等での経営に対 ・産業現揚 等 での経営に対す ・産業現場等での経営に対

る諸課題について自ら進ん する諸課題について、地 る諸課題について、これま する諸課題について、基

で取り組 もうとしている. 域経済生活との関連から で身に付けた知識や妓術を 礎的・基本的な知職が身
・校外での実習に対 して積極 的確に把握するとともに、 活用 し、処理す ると ともに、 に付 いて いる。

的に取 り組 もうとい う構え 思考を深め、これ までの その成果を的確に表現する。 ・企業における取引 ・経営

や態度を身に付けている。 商業の知識と技術を活用 ・販売促進(広 告 ・宣伝)等 ・販売に関する知職や、

し、適切に創意工夫をす で学んだ技能等 を活用 し、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・計

る能力を身に付けている。 アイディアを経営に反映す 算などの能力が身に付き

る。 自分の知識として活用 し

てい る。
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{6)授 業 の評価 につ いて

授 業 の評価 につ いて は、 企 業 との連 携過 程で の プ ロジ ェ ク トへ の取組 や 生徒 自身 の商 業

技 術 の活 用 な どの度合 い 、実 施す る連携 関連 その ものの分 析 や 改善 な どを評価 す る必要 が

あ る。 産 業 現場 の一員 として、課 題発 見、商 品 開発 、技 術活 用 、企 業活 動の理 解 、問題 解

決(探 求 ・実験)、 完成(練 り上 げ)の 過 程 を一 連 の流 れ と し、指 導 及 び評 価 す る こ とが

重 要 で あ る。

また 、産業 現場 の 実習 を通 じて 生徒 一人一 人 が ビジネ ス活 動 を十分 理解 し、 自己の進 路

等 に役 立 て る よ うな興 味 付 け をす る必要が あ る。 そ のた めに は、生 徒 自らが 商 業活 動 の 中

にい るこ とを実感 させ 、社 会 とか か わ りを もたせ 、 自分 自身 の役 割 を 自覚 させ る こ とで、

商 業活 動 のお も しろ さを味 わ わせ る こ とが大切 で あ る。

V研 究 の ま と め

1研 究の 成 果

本 年 度 は 、 「課題研 究 にお け る個 に応 じた指 導 の 充実 と指 導 改 善 の工夫 」 を研 究 主題 に設

定 し、 「課 題 研 究」 の 共通 の評価 規 準 を 作成す る と ともに 、 内容 ご との授 業 展 開 の例 や 評価

規準 を 明確 に提 示 し、個 に応 じた指 導 の更 な る充 実 を図 るた めの授業 改 善 と評 価 方 法 の工夫

に取 り組 んだ。

「課題 研 究 」 は科 目の特性 上 、 生徒 一人 一人が 設 定す る課 題 は多岐 に渡 ってお り、解 決方

法 も生徒 一 人 一人異 な って い る。その た め、どの よ うな課 題 を設 定Lて も 「個 に応 じた指 導1

が必 要 不 可欠 で ある。今 回 の研 究 で は、 どこの学 校 で も課題 の設 定等 に大変苦 労 しなが ら授

業 を 実践 してい る こ とや 、 各学 校独 自の授 業の展 開方 法や 指 導方 法 が存在 して い る こ と、 さ

らに は 、評価 方 法に至 って は各 校 に よってその規 準 の設 定方 法 が違 うこ とな どが研 究 を進 め

る過 程で 明 らか にな った。

各 委員 の所 属す る学 校の 「課 題研 究 」 を参 観 した り、各学 校 の授 業 内容 や 、評 価 方 法 を持

ち寄 り、 評価 規 準 の 作成 や 「調 査 ・研 究 ・実験1、 「作 品制 作 」、 「資格 取得 」 な ど内容 ご と

の指 導 法 の研 究 を進 め るこ とが で きた。 また、 「産 業現 場 等 にお ける 実習 」に つ い て の提 言

も行 うこ とがで きた こ とは 大 きな成 果 で ある。

2今 後の 課題

生 徒 の能 力 ・適性 、興味 ・関心 、進 路希 望 の多様化 が一段 と進 ん で い る現在 、生 徒 一人 一

人 の進 路 希 望や 学習希 望等 に こたえ てい くた め には、個 に応 じた指 導 の充 実 と指導 改 善 の工

夫 が 不可 欠 で あ る.本 研究 にお いて研 究 した 内容 につ い て、今 後 も校 内研 修 な どを利 用 し、

委 員 が 中心 とな り、各 学校 にお いて継 続 的 にその授 業方 法や 評価方 法 な どの研 究 を続 けてい

きた い。 そ して この こ とが、 生徒 一 人一 人が 興味 ・関心 ・意欲 を もって授 業に 参加 す るこ と

に っ なが り、生 徒が主 体的 に授 業 に参 加 で き る授 業 実践 、評価 方法 にっ なが るはず で ある。

今 後 も生徒 に よる授 業評 価等 を通Lて 生徒 の声 も取 り入れ なが ら、 個 に応 じた指 導 の充 実

と指 導 改 善 の工夫 につ いて研 究 、修 養 を続 けてい きたい。
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